




要約:勤労婦人の妊娠・分娩の増加にともない、異常妊娠・異常分娩の傾向もさることなが

ら.産後の育児にまつわる健康負担が、職場復帰とともにいっそう大きくなるために、心身

の健康が損なわれがちになるといわれるようになった。そこでわれわれは、三井記念病院

での出産例において、分娩後6か月の時点でアンケートの郵送調査を実施して分娩時に施

行した調査と対比して、勤労婦人なるがゆえの育児困難や健康障害が存在するかどうかを

研究している。この調査の方法および経過について報告する。 


